
地紅茶学会設立準備会の開催案内 

2018.7.1 

関係者の皆様へ 

地紅茶学会の設立に向けて準備会を開催します。設立趣意に賛同される方、関心をお持ちの方

の参加をお願いします。 

 

【地紅茶学会設立趣意書】 

近年、日本国内で作られている国産紅茶生産者と生産量は増加の傾向を維持している。その一方日本人

にとって馴染み深い緑茶の生産量は減少傾向である。その理由として、背景にある社会の変化や消費者の

嗜好性の変化に伴うお茶メーカーの戦略など、多様な要因が複雑に絡んでいることは間違いない。 

 

明治８年頃から始まる国策としての紅茶生産は、昭和４６年（１９７１年）の紅茶輸入の自由化により

衰退した。その後１９９０年頃から再び紅茶生産に取り組む生産者が出現し現在に至るが、なぜ国産紅茶

の生産が復活したのかについて考えると、その特徴は地域との関係性が深く影響していることが分かる。 

このことから、地域の風土や地場産業としての紅茶生産の歴史、さらに地域づくりや地域活性化といった

地域の視点を重視することから、国産紅茶を地紅茶と呼ぶこととする。                   

しかしながら、国産紅茶について本格的な研究が少ない為、その生産活動や情報管理において不充分であ

るといえる。この問題の解明について、総合的な見地からの研究と発表の機会を確保する必要がある。 

 

われわれは、このような情勢をかんがみ、緑茶や紅茶の枠を超え、地紅茶に関心を寄せる研究者や実践

者を結集して「地紅茶学会」を設立することとした。ここに地紅茶の研究を推進しうる、植物学・生産学・

化学・教育学・社会学・経済学・文化・哲学など関連諸学問の研究者や生産関係者・行政関係者・流通関

係者・紅茶愛好家・地域づくりの関係者などに「地紅茶学会」への参加を呼びかけるものである。 

平成３０年７月１日 

「地紅茶学会」呼びかけ人一同 

 

開催日：平成３０年９月１日（土） 

 

会 場：東京農工大学 農学部（府中キャンパス）〒183-8509 東京都府中市幸町 3-5-8 

    （会場の教室は、開催日までに参加者にお知らせします） 

時 間：１３：３０～１６：３０（予定） 

会 費：一般 ２,０００円、学生 ５００円 （当日、会場で徴収します）  

    （会費は、当日及び今後の学会運営などの経費として使わせていただきます） 

内 容：スケジュール 

＜第１部＞ １３：３０～ 

１． オリエンテーション 

 

２． 提唱：なぜ今、地紅茶学会が必要か     発言者：藤原一輝（紅茶の会） 

 

３． 記念講演：沖縄のケーススタディ 地紅茶と地域経済（仮） 

     講師：新井祥穂先生（東京農工大学 農学研究員 助教） 



＜第２部＞ １４：４０～ 

４． 活動報告１： 高梁紅茶の荒廃茶園復興プロジェクト（研究分野：地紅茶と地域づくり） 

    報告者：藤田泉氏（岡山県高梁市 百姓のわざ伝承グループ） 

 

活動報告２：月ヶ瀬健康茶園における紅茶とテロワールの考察（研究分野：地紅茶と地勢） 

報告者：岩田文明氏（奈良県奈良市 月ヶ瀬健康茶園） 

 

※報告内容は、当日変更されることも有りますのでご了承ください。 

 

＜第３部＞ １５：１０～ 

５． お茶会サロン：地紅茶学会についての意見交換会をサロン形式で行う 

・設立趣旨、目的について 

・組織や会則について 

・その他 

 

＜第４部＞ １６：１５～ 

６． まとめ 

・今後の活動予定や計画について 

・設立に必要な事項の決定や方針について 

 

 

参加予定者：呼びかけ人 

      研究者、学生 

      生産者 

      流通関係者 

      専門家（日本茶・紅茶など） 

      地域づくり関係者 

      愛好家・ファン 

      個人・グループ・団体 

      その他関係者 

 

＜申し込み・問合せ先＞ 

・参加を希望される方は、呼びかけ人の藤原か赤須のどちらかへ連絡してください。 

藤原一輝  携帯：070-5670-9229、FAX：0857-27-6926、メール：n2v2kz@bma.biglobe.ne.jp 

赤須治郎  携帯：090-1633-2557、FAX：076-245-7477、メール：akasu260＠gmail.com 

 

 


